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4月11日～5月10日

12働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

田沢地区二ぷし会研修会（左参照）

き鐵
鮮趣、

休日救急医（津南病院倉65－3161）

18（木）
住みよい郷土蓮設協会総会（保健センター9：30～）

衛生推進委員・母子推進委員合同研修会（保健センター13

　　　　　　　　　　　　　　　　　100～）

19㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

中央二ぷし会総会及び研修会（保健センター9：30～）

狂犬病予防接種（8ページ参照）

導職
休日救急医（十日町山口医院852－2174）

22（月〉
ツベルクリン反応検査（左参照）

狂犬病予防接種（8ページ参照）
健康相談日（保健センター9：30～16：00）

23㈹
母親学級・妊婦検診（左参照）

24㈱
レントゲン検診（後日通知）

村政事務嘱託員会口

25（木）

乳児検診（左参照）

26㈹
心配ごと行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

鱗1
休日救急医（中条病院857－3018）

⑳纏
休日救急医（富田医院852－3269）

1㈱
献　　血（保健センター前10：00～15：00）

2（木）

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

③働
休日救急医（大島医院唇52－2957）

⑤（雛
休日救急医（上村病院063－2111）

⑥（離
休日救急医（至誠堂医院魯52－3276）

7（火）

交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

10働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

　
こ
の
写
真
は
、
昭
和
七
年
七
月
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
　
て
ん

州
事
変
の
時
、
満
州
国
の
新
姑
で
集

落
と
満
州
鉄
道
の
警
備
に
当
た
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
ぞ
く

時
の
も
の
で
す
。
夜
に
な
る
と
匪
族

（
盗
族
）
が
襲
っ
て
く
る
の
に
備
え
ま

し
た
。
写
真
の
下
側
は
銃
ガ
ン
（
銃
を

打
つ
所
）
で
土
を
麻
袋
に
つ
め
た
り

し
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

　
長
い
軍
隊
生
活
の
中
で
忘
れ
ら
れ

な
い
の
は
、
大
東
亜
戦
争
の
イ
ン
パ

ー
ル
作
戦
で
、
ビ
ル
マ
で
、
イ
ギ
リ

ス
軍
と
闘
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
十

数
層
の
距
離
の
応
戦
で
仲
間
の
三
分

の
二
が
戦
死
し
ま
し
た
。
辛
く
悲
し

い
思
い
出
で
す
。

i篭＝蝋：箏i

小
出
山
本
森
治
さ
ん

レ
右
か
ら
三
番
目
が
山
本
さ
ん
で
す
。

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

融怠さんお忘れなく
●ツベルクリン反応検査及びBCG（s59．1．1～59・12・31生まれ）

　4月22日　14＝00～15：30／保健センター／芋沢、田沢、東田

　　　　　沢、如来寺、豊里、上山

　5月13日　14：00～15：30／保健センター／倉俣地区・貝野地

　　　　　区、高道山地区、清津峡地区、土倉、倉下

■レントゲン検診

　4月24泊（後日通知書配布）

■献　　血

　5月1日　10：00～15：00／保健センター

■母親学級

　4月23日　8：30～9：00／保健センター／妊娠中の栄養、家

　　　　　　族計画

■妊婦検診

　4月23日　13：30～14：00／上村病院

■乳幼児検診

　4月25日　13：00～14：00／S59．4．2～59。9．30生

　5月17日　13：00～14：00／S58．4．2～58。9，30生

日田沢こぷし会研修会

　4月12日　9：00～／保健センター　　　　　　　　　気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ●中央こぷし会総会及び研修会　　　　　　　●●　　　℃，。

　4月19日　9100～／保健センター　　　　　2　　　　ン

ロ健康相談日

　4月22日　9：30～16：00／保健センター　　　　　　　　6

　
四
月
三
日
、
中
里
中
学
校
の

開
校
式
を
終
え
た
、
新
入
一
年

生
の
帰
宅
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。
緊

張
感
も
ほ
ぐ
れ
て
、
新
し
い
学

校
生
活
に
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

飼
鶴
慣
困

　
四
月
三
日
　
新
生
中
里
中
学

校
が
開
校
し
ま
し
た
。
充
実
し

た
学
校
施
設
の
中
で
大
い
に
勉

強
・
ス
ポ
ー
ツ
に
意
欲
を
燃
や

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
有
名
な
観
光
地
や
特
産
品
開

発
の
影
に
は
、
そ
れ
を
育
て
て

き
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。
村
を

よ
く
す
る
た
め
に
は
、
み
ん
な

が
力
を
合
わ
せ
て
協
力
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高

速
交
通
時
代
の
恩
恵
を
受
け
る

も
受
け
な
い
も
、
そ
こ
に
住
む

人
た
ち
の
考
え
方
に
か
か
つ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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し明日を拓く、

▲ぽくらの将来のためにガンバッテ

　
昭
和
六
十
年
度
の
予
算
案
を
審
議
す
る
第
闘
回
中
里
村
議

会
定
例
会
が
去
る
三
月
十
騙
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で
の
十

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
村
当
局
か
ら
一
般
会
計
、

特
別
会
計
予
算
案
総
額
三
十
一
億
二
千
六
百
万
円
が
提
案
さ

れ
審
議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
六
十
年
度
の
予
算
の

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

・
欝
藻
灘
灘

　
わ
が
国
の
経
済
は
、
世
界
景

気
の
回
復
、
物
価
の
安
定
、
新

た
な
技
術
革
新
の
進
行
等
を
背

景
と
し
て
、
輸
出
が
増
加
傾
向

を
示
し
、
国
内
需
要
も
上
向
き

に
な
っ
て
い
ま
す
。
政
府
は
、

経
済
の
着
実
な
発
展
と
国
民
生

活
の
安
定
向
上
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
財
政
の
改
革
を
推
進

し
、
経
費
の
節
減
、
合
理
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
の
財
政
事
情
は
、
村

税
と
地
方
交
付
税
を
中
心
と
し

て
お
り
、
地
方
債
の
依
存
度
も

若
干
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
従

来
に
も
増
し
て
、
事
務
事
業
の

見
直
し
、
経
費
の
節
減
合
理
化

を
推
進
し
、
財
政
運
営
の
硬
直

化
を
防
ぐ
た
め
、
減
債
基
金
の

積
立
を
行
い
将
来
へ
の
不
安
を

解
消
す
る
と
と
も
に
、
建
設
基

金
の
積
立
を
行
い
、
村
民
生
活

基
盤
の
整
備
事
業
や
地
域
開
発

事
業
に
備
え
る
よ
う
予
算
化
を

し
ま
し
た
。

　
　
一
般
会
計
の
総
額
は
、
二
十

一
億
二
千
六
百
万
円
で
前
年
対
の

比
三
・
二
八
智
の
減
と
な
っ
て
の

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
里
中
学

校
建
築
等
の
大
事
業
が
終
了
し

た
こ
と
に
よ
り
、
国
庫
補
助
金
～

が
七
千
四
百
万
円
減
っ
た
た
め

で
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
一

は
あ
り
ま
す
が
住
み
よ
い
村
づ

く
り
を
目
指
し
て
積
極
的
に
事
．

業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
村
制
施
行
三
十

周
年
記
念
事
業
を
行
い
、
村
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
手
狭

に
な
っ
た
庁
舎
の
増
築
を
行
う

考
え
で
す
。

　
道
路
整
備
は
、
産
業
経
済
の

発
達
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ

り
今
年
度
も
、
用
地
関
係
の
解

決
し
て
い
る
路
線
を
中
心
に
整

備
し
て
参
り
ま
す
。

　
商
工
観
光
面
で
は
、
地
域
お

こ
し
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も

に
観
光
五
力
年
計
画
を
策
定
し

地
域
開
発
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
農
業
面
で
は
、
山
村
農
業
活

性
化
事
業
、
第
三
期
山
村
振
興

事
業
等
を
取
り
入
れ
、
高
冷
地

野
菜
栽
培
や
農
業
収
入
の
安
定

向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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総務費

65，169円凹
耀
轟

㊧
鮒
講　45，840円　　　　土木費　’

　　　　　　　　45，037円

）　　教育費

　　37・223円　　　公債費

　　　　　　　　　32，662円
民生費

27，33G円
　　　　　　　衛生費

　　　　　　18，850円
　消防費

　10・944円　　　　その他

　　’　　　　　20，352円、

畝幡爵
村税　　　県支出金

37・399円　　　24，687円

　　　，矯　（

ノ　　村債

蕎

年　　村民1人
　　　あたりの

　　予算の内訳

　合計303，410円

　
教
育
面
で
は
　
長
年
の
夢
で

あ
り
ま
し
た
一
村
一
中
学
校
の

開
校
を
迎
え
村
民
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
教
育
環
境
の
整
備
に
力
を

入
れ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
昭

和
六
十
一
年
度
に
田
沢
小
学
校

を
改
築
す
る
た
め
の
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

　
村
民
の
健
康
や
社
会
福
祉
の

充
実
は
、
村
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
課
題
で
す
か
ら
、
今

後
と
も
充
実
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　
今
後
も
、
住
み
や
す
い
村
づ

く
り
の
た
め
全
力
を
注
い
で
参

り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

国庫支出金

10，163円

（

　
　
情
憶
駒
喩
怖
、
臨
　
酸
庶
　
、
藩
『

・
叢
　
灘
叢
雛
羅

　
今
年
度
も
各
方
面
に
わ
た
っ

て
き
め
細
か
な
事
業
が
計
画
さ

れ
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
村
道
〉

★
田
沢
、
山
崎
線
改
良
　
　
三
宝
m

★
如
来
寺
、
上
川
原
線
改
良
究
。
m

★
重
地
、
小
出
線
改
良
　
　
三
。
m

★
田
沢
、
山
崎
線
舗
装
　
　
三
。
五
m

★
如
来
寺
、
上
川
原
線
舗
装
三
き
m

★
田
沢
、
荒
屋
線
舗
装
　
　
モ
。
m

★
東
田
沢
三
号
線
舗
装
　
　
蓋
。
m

★
重
地
、
小
出
線
舗
装
　
　
三
8
m

★
如
来
寺
、
大
原
線
消
雪
パ
イ
プ

　
布
設
　
　
　
　
　
　
　
三
二
。
m

地
方
交
付
税
と
は

　
地
方
交
付
税
は
、
国
税
の
内

所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
の
三

税
を
一
定
の
割
合
で
、
地
方
公

共
団
体
に
国
が
一
定
の
基
準
で

交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
地
方
公
共
団
体
の
税
収
は
、

経
済
の
発
展
の
仕
方
に
よ
っ
て

著
し
く
地
域
差
が
生
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
不
均
衡
を
是

正
し
、
す
べ
て
の
地
方
公
共
団

体
が
、
合
理
的
か
つ
妥
当
な
行

政
水
準
を
保
て
る
よ
う
、
必
要

財
源
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
中
里
村
は
、
昭
和
五
十
九
年

の
当
初
予
算
で
九
億
九
千
七
百

万
円
、
今
年
度
予
算
で
十
億
九

千
三
百
万
円
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

総　　　　　羅’ド　　欝雛繕馨麟

難灘鍵

No．　345　60．4．10響叫’◎’マ～

21
中里村一般会計当初予算

▲開発の終了した小松原

〈
林
道
〉

★
峰
越
・
田
代
線
開
設
6
8
m

★
角
間
・
土
倉
線
開
設
　
一
δ
O
m

★
小
松
沢
線
開
設
　
　
　
6
。
m

★
幹
線
・
田
代
線
舗
装
　
四
8
m

★
小
出
・
田
代
線
舗
装
一
天
。
m

★
山
村
農
業
活
性
化
事
業

　
土
倉
・
倉
下
・
育
苗
施
設
一

　
棟
、
農
道
改
良
舗
装
四
五
。
m

　
ほ
場
整
備
九
〇
a

★
広
域
農
道
整
備
事
業

★
県
営
た
め
池
等
整
備
事
業

　
（
清
田
山
・
重
地
・
倉
俣
・

　
田
代
・
宮
中
の
五
地
区
）

★
清
田
山
地
区
ほ
場
整
備
事
業

　
一
一
・
三
加

★
新
農
業
構
造
改
善
事
業

　
堆
肥
盤
（
小
松
原
）
、
野
菜
貯

　
蔵
施
設
（
倉
俣
）
、
後
期
対
策

　
（
田
沢
地
区
）
計
画
策
定

21億円の便い道

◆一般会計

　21億26，000千円

出　　歳入歳

★
第
三
期
山
村
振
興
事
業

　
多
目
的
集
会
施
設
（
下
山
）

★
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
整
備
事

　
業
、
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
倉
俣
）

★
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業

★
地
域
お
こ
し
事
業

★
中
里
村
観
光
基
本
計
画
策
定

　
事
業

★
ふ
る
さ
と
中
里
の
会
交
流
事

　
業

★
当
間
山
麓
開
発
事
業

★
婦
人
健
康
づ
く
り
事
業

★
結
核
予
防
対
策

★
予
防
接
種
事
業

★
胃
ガ
ン
検
診

★
子
宮
ガ
ン
検
診

★
訪
問
指
導
事
業

★
老
人
保
健
事
業

★
各
種
団
体
育
成
事
業

★
患
者
輸
送
車
運
行
事
業

★
清
津
峡
小
グ
ラ
ン
ド
拡
張

★
清
田
山
冬
季
分
校
改
築

★
中
里
中
学
校
環
境
整
備
事
業

★
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

★
寄
宿
舎
整
備

★
総
合
セ
ン
タ
：
冷
房
工
事

★
倉
俣
地
区
体
育
館
整
備

★
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
造
成

★
お
母
さ
ん
の
勉
強
室
（
仮
称
）

★
高
齢
者
講
座

★
青
年
講
座

★
家
庭
教
育
講
座

★
婦
人
学
級

★
芸
術
祭

★
芸
能
祭

★
村
民
体
育
祭

★
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

★
村
民
球
技
大
会

★
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト

★
村
民
ス
キ
ー
大
会

★
村
民
剣
道
大
会

★
村
民
テ
ニ
ス
大
会

その他
1億17，598千円

腱及び騨93071予円
2
、

国庫支出金

村　債 71，217千円

1億57，600
万円㎏

繰入金
1億58，001万

興円・

県支出金
1億72，984

万円’

村 税

2億62，057

千円
藻

藏

地方交付税

10億93，472千円

その他
1億42，612干円

消防費
76，686f・円

衛生費
1億32，083千円

民生費
1億91，507千円

公債費

2億28，863千円餌
、

教育費

2億60，827干円 覆

土木費

3億15，577千円

農林水産業費

3億21，205千円
き

総務費

　4億56，640干円

▲集落のコミニュティーづくり（倉俣）

　　　　　　　　　　その他　「　ヨ
　　　　　　　　　1億17，598千円　　　　蓼

　　　　　　　　　　　　　　　　　る
　　　頒金及び鯉脚囎影驚麿。琶誕，．｝

　　　93・071網　　　　裏1
　　　　　　　　　国庫支出金　，・　雪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
　　　　村1責　17・・2・汗円1
　　　　1億57，600、　　　　老
　　　　　　　万円　　，藏　、・銘声　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
　　　　　　　　　繰入金　　　聾　老

　　　　　　　　　1億58，001万　　老
　　　　　　　　　　　　　　円夢　多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
　　　　県支出金　タ　　　　茗
　　　　1億72，984／．　　　老
　　　　　　　万円　，．・霞　・葺，　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　≧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　村　税　　・　老
　　　　　　　　　2億62，057　。老
　　　　　　　　　　　　　千円蓬茗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　　　　　　　　　　　　　　　簸　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　　　地方交付税　　　．　　婁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10億93，472千円　　’　　雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　≧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　≧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　∈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　≧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　q
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　q
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
計……4億27，717千円　1

計…………78，590千円　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ
計一……・・46，487千円　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
計…………81，124千円　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ
計……3億66，361千円　i

◆特別会計

国保事業会
国保施設会
簡易水道事業会

農業共済事業会

老人保健会

要
望
し
て
し
る

国
県
事
業
の

　
　
　
　
　
主
な
も
の
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さ’らば

わが母：校

　38年間の長い歴史を刻んできた三

中学校の閉校式が、3月21日一斉に

行われました。閉校式には、懐かし

い先生方や卒業生が集まり互いに閉

校を惜しみました。惜別の会では、

先生を交え昔のほろ苦い思い出話に

涙と笑いがこぼれていました。

　　歴史を刻んだ三校
く田沢中学校＞
日召22．4　　田豪尺季手立田ネ尺啓1’≧ホ交倉ll立

　30．3　中里村言延生中里村立となる

　35、9　高道山、小出分校を統合

　39．7　土倉分校を統合

＊卒：業生総数4，299人

く倉俣中学校＞
昭22，1　倉俣村凱倉俣中学校創立
　22．12　小’Ilr雪中派出所（冬期分校）

　　　　開設
　30．3　中里季す、1延生中 里季す、凱となる

　32．4　学区変更、米原地区は津南

　　　　町へ、田代地区は倉俣中へ
　33．4　学区変更、小出地区は田沢
　　　　41”1な挙交【ズl　l二

＊卒：業生総数1，611人

く貝野中学校＞
日召22．5　　三！里f季士 凱貝璽∫犀や戸’≧拳交倉ll、Z

　31．9　町村合併により水沢村中里
　　　　村組合、Z貝野中学校と改称

　38．4　中里村立貝野中学校と改称
　55．11　　右交舎丈尭失

＊卒：業生総数1，504人

泰
繋
へ
＠
脈
胞
囎
鵬
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
中
学
校
開
校

中
里
中
学
校
校
歌

　
　
　
作
詞
　
小
林
賢
次

　
　
　
作
曲
　
柳
沢
　
剛

、
苗
場
の
ふ
も
と
　
包
む
さ
緑

　
清
流
そ
そ
ぐ
　
信
濃
川

　
あ
あ
我
等
　
地
の
利
水
の
利

　
恵
ま
れ
て

　
郷
土
の
愛
は
　
豊
な
り

　
師
と
友
と
　
心
一
つ
に
学
び

　
続
け
ん

二
、
と
お
つ
祖
よ
り
　
伝
え
聞
き

　
た
る

妻
有
り
の
里
の
　
物
語

父
母
の
　
三
つ
の
学
び
舎
統

べ
ら
れ
て

中
里
中
学
校
　
こ
こ
に
た
つ

未
来
へ
の
　
新
た
な
歴
史
築

き
育
て
ん

三
、
段
丘
お
お
う
　
雪
の
重
さ
に

　
耐
え
て
伸
び
ゆ
く
　
杉
木
立

　
若
人
の
　
意
気
は
明
る
く
雄

　
　
々
し
く
て

　
　
希
望
の
道
は
　
輝
け
り

　
　
師
と
友
と
　
心
一
つ
に
学
び

　
　
続
け
ん

譲ヅ
奪

い
か

、
環

」
“
、
》

環
　
蓑

甑
、
瓢

・
　
蟻
、

　
篤
、
稗

、
、
ご
岬
、

興騨1

蟷
遇

博
・
猿
・
℃
灘

寮驚
　
　
　
　
　
、
　
　
，
、
塞

閉
校
式
の
も
よ
う

▲3校の気風を生かして

村発展の礎に

　
三
十
八
年
と
い
う
伝
統
あ
る
田
沢

中
学
校
・
倉
俣
中
学
校
、
貝
野
中
学

校
の
三
中
学
校
が
閉
校
し
、
新
生
中

里
中
学
校
が
四
月
三
日
開
校
し
ま
し

た
。

　
天
明
六
年
、
庄
屋
五
郎
兵
衛
等
に

よ
っ
て
開
田
さ
れ
た
桔
梗
原
開
田
の

一
部
が
、
い
ま
、
教
育
の
地
に
生
ま

れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
三
校
の
卒
業
生
は
、
七
千
四
百
十

四
人
を
数
え
、
数
々
の
伝
統
と
す
ば

ら
し
い
校
風
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
伝
統
と
気
風
を
生
か
し
た
中
里

中
学
校
を
築
き
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
四
月
三
日
、
中
里
中
学
校
の
開
校

式
が
行
わ
れ
、
二
百
七
十
六
人
の
生

徒
と
そ
の
父
兄
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
式
典
の
中
で
上
村
村
長
は
「
進
ん

で
勉
学
、
ス
ポ
ー
ツ
で
鍛
え
、
す
ば

ら
し
い
校
風
と
伝
統
を
培
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
初
代
校

長
と
な
ら
れ
た
小
林
校
長
は
「
新
し

い
校
風
を
生
徒
と
先
生
が
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
築
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
生
徒

代
表
の
岡
村
啓
幸
君
が
「
筋
金
入
り

の
校
風
を
築
き
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
村
制
施
行
三
十
周

年
と
い
う
節
目
に
誕
生
す
る
中
里
中

学
校
を
み
ん
な
の
手
で
す
ば
ら
し
い

学
校
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
外
側
の
六
角
形
は
雪
の
結
晶
を

　
表
わ
し
　
中
の
六
方
向
に
伸
び
る

　
　
ヤ
リ
状
の
も
の
は
柱
状
節
理
を
表

　
　
わ
し
　
中
の
六
角
形
は
、
村
内
の

　
　
六
小
学
校
（
土
倉
分
校
含
む
）
を

章
結
ぶ
輪
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
さ

校
ら
に
臼
は
、
伸
び
よ
う
と
す
る
生

　
　
徒
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
　
図
案
製
作
者
山
本
幸
二
さ
ん
（
旧
田
沢
中
）

村長

上村賢造

　長かった冬も去って一陽来福の春を迎え、万

物生気に輝く季節となりました。

　わが中里村も村制施行30周年を迎えました。

旧村合併以来、幾多の困難に遭遇しながらも村

民各位のたゆまない努力によって、積々発展し

て今日に至っております。

　教育の面においても、みなさまのご理解とご

協力によって永年の願望であった中里中学校が

実現し、4月3日開校の運びとなりましたこと

は、ご同慶に堪えないところであります。

村制30周年目にして、ようやく一村一中学校と

いう村発展の礎ができました。この礎石の上に

教育の向上充実はもとより、村政発展の絢欄た

る理想を築かれんことを期待して止みません。

開校おめでとうございました。

心豊かな

生徒の育成を

漂よ

とる村長（田沢中学校）最後の校歌を歌う

　　　　　　　　　中里中学校長

　　　　　　　　　小林正茂

　桔梗原に建つ自亜の殿堂、他に例のないほど

良く整備された立派な校舎をっくられた、村当

局をはじめ村民各位の教育に対する深いご理解

と熱意を感受し、私は大変感動しました。

そして、責任の重大さを痛感しています。私は

生徒の和と連帯を強め、学力の向上と心身の健

全を求め、心豊かな生徒を育成すべく’全職員

一一丸となって指導にあたるよう万全を期す覚悟

です。みなさま方のご指導、ご協力を賜わり、

新しい学舎に負けない中味となるよう、全生徒

職員でがんばります。学校の近くへ来られまし

たら、ぜひお立寄りいただき、声をかけてくだ

さい。
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ん

◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
中
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
山

誇
れ
る
村
に

　
「
自
分
が
生
ま
れ
る
二
日
前

に
で
き
た
中
里
村
と
共
に
育
っ

て
．
、
一
十
年
た
っ
た
ん
だ
な
あ
ー
」

と
思
う
と
感
慨
深
い
こ
と
で
す
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
見
る
と

道
路
も
学
校
等
も
整
備
さ
れ
見

ち
が
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
が
協
力
し
合
い
、
子

ど
も
た
ち
が
「
中
里
村
に
生
ま

れ
て
き
て
よ
か
っ
た
」
と
い
え

る
よ
う
な
村
に
し
た
い
も
の
で

す
o

▲白羽毛に下りるスロープを臨む（当間山）

　　　記念樹

　　　　　　　　　　　　す。村制30周年を共に祝い、村の発展のため

・糊欝
　、、～噂

　、磐
撫
講麓

　　　　　　　　　　曳6印

．．9つ孫福

　　村民体育祭
　　　　　　（7月）

よりすぱらしい村の将来をめざし、

村民が一丸となって進むための基本

的な指針とするため「村民憲章」の

案を募集します。

全村民の幸福を願い村を発展させ

るために、末長く残るあなたの理想

とする言葉をよせてください。

〈募集要領＞

1，あまり難しすぎる言葉は使わない。

2，おおむね150字以内（箇条書き若し

くは詩のような文体を求めます。）

3．作品はお返ししませんし使用権は

村のものになります。（総務課）

4．締切り　4月30日

　す。

　　　　　　に気持を一つにすることを目的に行います・
　　　　　　　＊30周年アトラクション1清津峡たるばやし
　　　　　　　　　　　　　　　　1鼓笛隊　　、騨

　　　　　　　　　＊民謡流し　＊盆踊り
　　　　　　　　　＊花火　　　＊出店　　　　魑贈

　　　　　　　　　　　　　　　　　、撚一、ぐ

芸能祭・芸畷．，

離鷲簿諭鷺

　　　　　　　　　　　います・

制度の制定発表＊村の木’

蕪繊）　『7

　　　　　　臨

　　　　鋸

翁
講

誇りを6，

持てる

寸零

　　り

贈

　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
で
参
加
し
考
毒
よ
ケ
村
ケ
〈
ゆ
、
・
局
酸
で
村
の
将
来
を
考
え
ま
し

　
　
　
　
　
　
村
が
誕
生
し
て
へ
・
年
で
、
．
．
卜
年
　
　
　
、
．
．
＋
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
り
　
　
村
の
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
閤
、
み
な
さ
　
　
み
な
さ
ん
と
と
も
に
祝
い
未
来
へ
　
　
昭
3
0
・
3
田
沢
村
・
倉
俣
村
が
合

　
　
　
　
　
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
支
孝
ら
　
　
の
飛
躍
を
願
っ
て
村
制
施
行
、
、
．
卜
　
　
　
　
　
　
併
し
中
里
村
誕
生

　
　
　
　
　
れ
、
村
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
道
　
　
　
周
年
記
八
・
心
事
業
を
行
い
ま
す
。
記
　
　
　
3
1
・
4
津
南
町
と
の
境
界
変
更

　
　
　
　
　
　
4
路
網
の
整
備
や
産
業
振
興
、
教
　
　
　
念
事
業
は
左
の
よ
う
な
み
な
さ
ん
　
　
　
　
　
　
（
米
原
昌
津
南
町
、
田
代

　
　
　
　
　
　
　
　
育
施
設
等
の
充
実
に
努
め
　
　
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
行
事
を
　
　
　
　
　
呂
中
里
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
主
に
計
画
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
　
　
　
3
1
・
9
貝
野
村
の
．
部
（
安
養
芋
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
σ
％
雪
瞬
ブ
唱
ザ
糖
入
バ

鴛
η
’
翻
騨
㌶
．
．

　
次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
白
羽
毛
　
大
島
栄
英
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
一
万
円

　
古
切
手
二
千
枚
が
入
っ
た
十

日
町
郵
便
局
消
印
の
封
書
（
匿

名
）
が
届
き
ま
し
た
。
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

▲ゴール直前スタートする選手

★
中
学
生
女
子
（
五
キ
。
）

　
．
位
　
渡
辺
　
　
泉
（
田
沢
）

　
．
．
位
　
山
本
　
美
果
（
〃
）

　
、
．
．
位
　
保
坂
　
秀
・
丈
　
〃
　
）

★
リ
レ
ー
（
優
勝
）

・
小
学
生
男
チ
　
田
沢
小
A
チ

　
　
　
　
　
　
ー
ム

・
小
学
生
女
予
　
田
沢
小
B
チ

　
　
　
　
　
　
ー
ム

・
中
学
生
男
チ
　
田
沢
中
チ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ム

・
中
学
生
女
チ
　
田
沢
中
A
チ

　
　
　
　
　
　
　
ー
ム

　　　★ ．★　．★　温援　しらけレ）び）キと地之力の荒こ
三・凸中 ∫ 一小 三 、一小成かにチ荏ゴつし選目Uち市越ン中寮の二
位位位学位位位学位位位学　　いかビ　iてき手の　　之でトでメしHl！

ッ
子
選
手
の
健
闘
に
応

け
つ
け
た
人
た
ち
か
ら

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た

　
績

生
男
子
（
ニ
キ
。
）

　
服
部
　
公
彦
（
田
沢

　
樋
口
　
浩
幸
（
〃

　
井
ノ
川
勝
弘
（
〃

生
女
子
（
ニ
キ
。
）

　
林
　
実
和
子
（
田
沢

　
樋
口
あ
け
み
（
〃

　
山
田
　
祐
チ
（
〃

生
男
子
（
八
キ
。
）

　
山
本
秋
彦
（
田
沢

㌧
炸
ノ
川
　
匡
（
〃

　
服
部
　
和
也
（
〃

選
手
の
健
闘
に

　
　
　
　
　
相
手
が

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

．
畠
．
月
．
．
．
卜
．
日
と
い
う
の
に

〕
の
H
は
、
雪
が
降
る
と
い
う

属
大
気
で
し
た
。
こ
の
．
悪
条
件

の
中
で
村
内
学
竜
親
喜
ク
ロ
ス

刀
ン
ト
リ
！
ス
キ
…
大
会
が
市

∠
越
で
開
か
れ
ま
し
た
「

市
之
越
の
梵
。
大
様
の
」
の
畑

地
は
、
思
い
通
り
の
コ
ー
ス
が

と
れ
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
の
適
地
で
す
、
．
症
ト
し
人

の
選
手
た
ち
は
、
春
の
雪
が
降

り
し
き
る
中
、
、
兀
気
に
雪
．
面
を

け
っ
て
、
息
を
は
ず
ま
せ
な
が

ら
ゴ
ー
ル
に
と
び
込
ん
で
き
ま

1
い
捻
ー
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国
保
の
保
険
証
が
4
／
1
～

　
新
し
く
な
り
ま
す

　
先
般
、
新
し
い
保
険
証
を
配

布
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
の
被

保
険
者
の
記
入
が
正
し
い
か
確

か
め
て
く
だ
さ
い
。
高
校
等
を

卒
業
さ
れ
就
職
し
た
人
の
多
く

は
、
社
会
保
険
に
入
り
ま
す
の

で
も
し
名
前
が
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
国
保
係
ま
で
印
鑑
を
も
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
学
生
、
出
稼
ぎ
等
で
㊥
㊥
保

険
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
新

し
い
保
険
証
に
書
き
替
え
ま
す

の
で
役
場
国
保
係
ま
で
印
鑑
を

㊥
田
㊧
衝

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
型
時

　
　
刻
表
五
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

No．　345　60．4．10

凹
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
．
家

㊧
族
鷲
堕
鮨
鄭
鑑

肥　
　
課
国
保
係
ま
で
。

㊧　
　
飯
山
線
内
ケ
巻
ト
ン
ネ
ル

　
　
改
良
に
伴
う
バ
ス
代
行

　
　
輸
送
の
ご
案
内

　
内
ケ
巻
ト
ン
ネ
ル
改
良
工
事

に
伴
い
越
後
岩
沢
昌
越
後
川
口

間
は
、
、
ハ
ス
の
代
行
輸
送
を
行
い

ま
す
。

★
工
事
期
間

　
五
月
八
日
～
八
月
九
日

　
延
九
十
四
日
間

★
運
行
便
数
及
び
台
数

　
平
日
　
七
往
復

　
日
曜
　
山
ハ
往
復

　
ラ
ッ
シ
ュ
時
二
～
三
台

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
駅
ま
で
。

越
後
田
沢
駅
で

　
新
幹
線
の
切
符
を

広報かかマご

　
飯
山
線
の
売
上
げ
向
上
の
た

め
、
湯
沢
駅
か
ら
上
野
ま
で
新

幹
線
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、
ぜ

ひ
、
越
後
田
沢
駅
で
切
符
を
購

入
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
新
幹
線
を
度
々
利
用

さ
れ
る
人
は
、
十
日
町
駅
に
回

数
券
（
六
枚
綴
、
二
万
七
千
六

百
円
）
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
片
道
三
百
五
十

円
得
に
な
り
ま
す
。

新
潟
県

産
業
別
最
低
賃
金

（9）

★
機
械
・
金
属
製
品
等
製
造
業

　
及
び
自
動
車
整
備
業

　
一
日
…
…
三
千
八
百
六
円

　
一
時
間
…
四
百
七
十
六
円

　
た
だ
し
、
雇
入
れ
後
六
カ
月

　
未
満
の
技
能
習
得
中
の
者
や

　
包
装
、
検
品
、
刃
物
の
油
引

　
き
、
清
掃
等
の
軽
易
な
業
務

　
に
従
事
す
る
者
は
、
新
潟
県

　
最
低
賃
金
の
三
千
二
百
四
十

　
九
円
（
時
間
給
四
百
七
円
）

　
が
適
用
に
な
り
ま
す
。

明
，
、
、
」
紡
o
勤
き

口”一8口8一一8層』冒口置一■●

★
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
対
策
協

議
会

　
三
月
二
十
日
、
清
津
川
多
目

的
ダ
ム
対
策
協
議
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
議
の
中
で
は

三
月
五
日
に
北
陸
地
方
建
設
局

と
県
庁
に
村
長
、
議
長
、
ダ
ム

対
策
委
員
長
が
陳
情
に
行
っ
て

き
た
時
の
・
報
告
と
今
後
の
対
策

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

★
村
誰
会
議
員
当
間
山
ス
キ
ー

　
場
予
定
地
視
察

　
三
月
二
十
二
日
、
議
員
十
人

　
　
　
　
　
「
一
一
ー
ノ

歩
い
て
・
ス
†
場
予
定
地
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

視
察
し
ま
し
た
。
標
山
。
同
八
百
五
一

‘
糠
盟
瞼
膠
．
3
3
3
3
3
監

十
層
の
ゴ
ン
ド
ラ
終
点
予
定
地

で
は
、
村
内
が
一
望
で
き
七
川

の
沢
と
大
沢
が
眼
下
に
迫
り
す

ば
ら
し
い
景
観
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
白
羽
毛
（
基
地
予

定
地
）
ま
で
の
下
り
は
、
ブ
ナ

林
あ
り
、
尾
根
あ
り
、
急
斜
面

あ
り
の
変
化
に
富
ん
だ
斜
面
で

中
、
初
級
者
向
け
に
適
し
た
ゲ

レ
ン
デ
だ
と
の
感
想
が
開
か
れ

ま
し
た
。

狂
犬
病
予
防
接
種
の

　
　
｝
』
　
案
　
内

　
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
左
表

の
通
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
犬

を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
忘
れ
ず

に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

一一層層■ロー層一層層■ロー

　

利
縛
譲
葺
謡
辮
囁

中
里
中
学
校
体
育
館
は
、
地

域
ぐ
る
み
の
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興

を
図
る
た
め
、
昭
和
五
十
九
年

度
公
立
小
中
学
校
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
整
備
事
業
の
国
庫
補
助
金
を

受
け
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
男
女
更
衣
室
、
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯

り
ま
し
た
。
大
い
に
、
こ
活
用
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
他
に
も
、
従
来
の
一
、
一
中

学
校
の
体
育
館
と
田
沢
、
高
道

山
、
清
津
峡
小
学
校
の
体
育
館

を
開
放
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

★
利
用
し
た
い
場
合

　
村
内
に
住
ん
で
い
る
人
や
勤

め
て
い
る
人
が
責
任
者
を
明
確

に
し
て
教
育
委
員
会
に
申
し
込

★
持
参
す
る
物

・
料
金
（
四
千
七
百
円
）

・
印
　
鑑

・
登
録
申
請
書

　
今
年
度
か
ら
、
年
一
回
に
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。

阿
募
咽
墳
縫
纂

㊧
な
ど
が
設
備
さ
れ
・
快
適
な
ク

細
ラ
ブ
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な

㊨　
　
〃
・

　
　
を

　
　
用

　
　
利

　
　
に

　
　
い

　
　
大

施設名 開放巳・時間

田沢地区体育舘
全8
午前9時～午後10時

倉俣地区体育館 〃

（β〉

貝野中体育露 〃

中里中体育館
休　　E｝

午蔚9時～午後驚0…時
卑　　臼

午後6時～午後10時

田沢小体育館 〃

高道由小体育館 〃

清津峡小体育麓 〃

み
く
だ
さ
い
。

★
申
込
期
日

　
四
月
二
十
．
五
日
ま
哲
＼
そ
れ

以
後
の
場
合
、
教
育
委
員
会
社

会
体
育
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

緑
は
水
と
同
じ
く

　
　
生
　
△
叩
　
の
　
源

「
緑
の
羽
根
」
募
金
に
協
力
を

　
森
林
は
木
材
資
源
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
国
土
の
保
全
、
大

気
の
浄
化
、
野
生
鳥
獣
の
保
護

な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
し
か

し
、
最
近
で
は
、
大
規
模
な
開

発
等
で
大
切
な
緑
が
失
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
十
年
ほ
ど
前
ま
で
、

当
村
で
も
よ
く
見
か
け
た
野
鳥

が
、
最
近
め
っ
き
り
減
っ
て
い

る
の
も
自
然
が
壊
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
み
ん
な
で
緑
の
大
切
さ
を
認

識
し
緑
化
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

　
四
月
中
旬
、
村
政
事
務
嘱
託

員
を
通
じ
て
「
緑
の
羽
根
」
募

勇鍵
、
　
　
＼

あ
b
し 3聖 ，

い
な
ノ

　　　　　な怯／
だ楓　　　　　いげ葬

の

／膳

ノぞヲ：
熔ブほ調

づつう妙
やウ　あ

← ・　色霧
、＼ト！　　くの

　　9
；

o

噛

ン
醇

　　　　γ　　　　　こ夫で
　　　　　ヒ，キ　も
　　　　　ぢ㌔　　　　　　（　ヲ
隻♪　　無畝
　　　　、ね彦ゼ
　　　獣　・・げ
　　　　　　マ

・
ク
っ
、
つ
‘ 埼

：　　　　　犬おあ

　　　　鑛う
う くラ　1
ざ
い

有炉）んノ

7

マ

だ毛
の

儲 o

この作品は山田まゆみさんの協力で

掲載しています。

金
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
緑
の
羽
根

募
金
は
、
．
二
中
学
校
や
田
沢
虚

空
蔵
菩
薩
公
園
の
緑
化
事
業
に

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
設
備
の
近
代
化
を

計
画
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
者

に
対
し
、
次
の
無
利
子
の
設
備

資
金
の
貸
付
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

○
資
金
名

　
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

○
申
込
期
限

　
四
月
一
日
～
十
二
月
二
十
日

　
（
た
だ
し
、
予
算
枠
に
達
し

　
た
時
点
で
締
切
り
ま
す
。
）

○
問
い
△
・
わ
せ

　
商
工
会
ま
た
は
、
役
場
開
発

　
課
商
工
担
当
係
ま
で
。

造
林
補
助
の
活
用
を

　
森
林
資
源
の
減
少
は
、
文
明

を
も
滅
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
造
林
、
保
育
、

（
下
刈
、
除
間
伐
、
雪
起
、
枝

打
ち
、
作
業
路
開
設
）
の
助
成

を
受
け
て
、
活
力
あ
る
森
林
を

造
成
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
開
発
課
、

ま
た
は
、
十
日
町
森
林
組
合
ま

で
　
（
智
．
丘
八
1
ご
二
　
一
．
五
）
Q

矧
鰍
た
銑
生
、
学
校
名

教職員人事異動名簿

隠懲誤還1蕪礁霧
田中嶋川林校橋爪永下原校原成石山木村校田辺辺内我学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　校
正和信猛　　正一一克正　裕悦徳容　真　し　　生
俊之昭夫公　倫彦位利夫　治子秀子道人　子義靖二勇

校
長
　
村
山
　
　
繁
　
津
南
小

教
諭
　
小
島
　
義
秀
　
清
津
峡
小

〃
　
穴
澤
　
正
英
栃
尾
東
小

高
道
山
小
学
校

教
諭
　
山
岸
　
幸
俊
　
栖
吉
小

倉
俣
小
学
校

教
諭
　
田
中
美
枝
子
　
荒

〃
　
大
橋
　
英
夫
　
西

貝
野
小
学
校

校
長
　
小
野
塚
正
夫
定
年
退
職

教
諭
　
石
沢
　
祥
代
　
芦
ケ
崎
小

清
津
峡
小
学
校

【
転
入
さ
れ
た
先
生
】

氏
　
名
　
　
学
校
名

大
島
　
芳
邦

大
島
　
淑
喜

大
野
　
　
滋

大新外
崎採丸
小用小

小
　
島
田
　
陽
子
　
十
日
町
小

小
　
内
山
　
正
彦
　
下
条
小

黒
川
小

栗
山
沢
小

五
日
町
小

中
浦
小

大
形
小

定
年
退
職

南
　
　
中

十
日
町
中

塩
沢
中

西
五
＋
沢
小

米
山
中

下
条
中

越
路
中

春
日
中

大
島
中

磯
部
中

東
　
　
中

岡
方
中

木
戸
中

中
村
　
芳
彦
　
神
田
小

根
津
　
　
茂
　
野
中
小

小
島
　
義
秀
　
田
沢
小

海
津
　
英
夫
　
亀
代
小

宇
賀
治
清
六
　
新
通
小

関
口
由
美
子
　
四
郎
丸
小

中
里
中
学
校

校
長小

林
正
茂
吉
田
中

教
諭

若
山
　
洋
子
　
南
　
　
中

横
山
美
直
子
　
木
戸
中

庭
野
　
和
也
　
十
日
町
中

五
十
嵐
喜
代
春
　
新
採
用

》罰もAン

瓢濾
●㌧●

∀

謡灘　
　
　
　
　
雛

　
　
　
　
　
4
蝿

料
7
威

　
　
険
　
，
轟

　
　
　
　
　
6

　
　
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礁

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月

分
か
ら
月
額
六
千
七
百
四
十
円

に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
制

度
の
円
滑
な
運
営
と
財
政
の
均

衡
を
保
つ
た
め
段
階
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
給
付
面
で
も
物
価
ス
ラ
イ
ド

の
特
例
の
適
用
に
よ
り
、
三
・
四

暫
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

担
水
準
の
適
正
化
を
大
き
な
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
改
正
の
主
旨
は
、
将
来

的
に
公
的
年
金
を
一
本
化
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
一

弾
と
し
て
、
国
民
年
金
と
厚
生

年
金
、
船
員
保
険
の
一
本
化
を

図
り
、
「
基
礎
年
金
」
を
設
け
る

こ
と
で
す
。
現
在
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人
た
ち
は
こ

の
基
礎
年
金
に
入
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
厚
生
年
金
、
船
員
保

険
加
入
者
は
、
基
礎
年
金
と
老

齢
厚
生
年
金
（
積
み
上
げ
部
分
）

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
年
金
の
支
給
を
受
け

て
い
る
入
、
お
よ
び
新
制
度
の

実
施
日
に
満
六
十
歳
以
上
の
人

は
、
現
行
ど
お
り
の
年
金
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

｛　
拠
出
年
金
六
月
、

　
　
　
　
　
　
　
カ
h
ら

　
福
祉
年
金
五
月

年
金
法
の
改
正
案
が

　
国
会
で
審
議
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
い
ま
す

　
昭
和
六
十
一
年
四
月

実
施
を
め
ど
に
新
し
い

形
の
年
金
制
度
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
高
齢
化
が

最
も
厳
し
く
な
る
二
十

一
世
紀
前
半
を
乗
り
切

る
た
め
給
付
水
準
、
負

制度の再編成
営業餐〕　　〔一般被鶏登ユ〔臼営業劃　　t一殿被携捲ユ

　　　　（錘勧㈱ 厚生年金保険 船潰保険

国民年金i

（新）厚生年金保険
サラリーマンの妻

全曼　入〉

（新国民年金（基礎年金）

夢離業殺世藁 被爾餐盤幣

（
現
行
）

（
改
正
後
）
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へ
捻
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う
・
し
々
い

　
　
覧

　
　
㌧

靱繍購讐　
　
⑳
◎
㊤
㊨

　
　
ぼ
く
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
雪
掘

　
り
を
す
る
の
が
だ
ー
い
好
き
。

　
家
の
中
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
組

　
み
立
て
て
遊
ん
で
い
る
ん
だ
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
っ
て
も

　
い
い
子
だ
と
い
う
ん
だ
け
ど
、

　
春
に
な
っ
た
ら
外
を
飛
び
回
っ

　
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
心
配
か
け
ち
ゃ

　
お
う
か
な
。

　
　
　
堀
之
内
　
南
雲
二
郎
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
（
父
道
夫
・
母
恵
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

鍔
亀
曹
・
監
鞍
凱
贈
湾
蔦
櫓

◆吉楽　　茂さん（山崎）

ワ　　　実千代
出会い……◆仕事の関係で彼女の会社に出入

　りしていたので顔は知っていました。ワ上

　司に「どうだね」と言われたのがきっかけ

　で交際を始めました。

第一印象……◆気の強そうな印象だったネ。

　ワ良いこと、悪いこと何でも話してくれま

　したので正直な人だと思いました。

結婚を決意したのは……◆お互いに気軽につ

　きあうことができたから。ワー年半交際し

　たといっても、他の新婚さんの3～4カ月

　分じゃなかったのかなあ一。

新婚旅行は……◆グァム島です。ワ船上で美

　しい夕陽をバックに記念撮影をしたのに巻

　戻しに失敗して、新婚早々ケンカをしてし

　まいました。

新婚生活は……◆自由がきかなくなったこと

　かな。り仕事柄帰りが遅いんですよ。早く

　帰ってきてほしいですね。

．
噌
．

　　　・イカリ草　　　　一噸

代クラブ活動で、変化の多い花色を

花を調べ郡市内の花色地図を作ろう

、非常に複雑な変異があり苦労した

えている。赤、白、ピンクなどで赤

が多かった。早春に咲く山草で花の

錨に似ていることからこの名がある。

は、常緑性のトキワイカリ草が多い。

なり強壮、強精作用がある。全村に

　高校時代クラブ活動で、変化の多

持つこの花を調べ郡市内の花色地図

としたが、非常に複雑な変異があり

ことを覚えている。赤、白、ピンク

とピンクが多かった。早春に咲く山

形が船の錨に似ていることからこの

中里村には、常緑性のトキワイカリ

　薬草となり強壮、強精作用がある

　分布する。

　メギ科　花期5月、草丈20～40㎝

文・絵　上山井ノ川求さん

ク

楽
し
か
っ
た
ス
キ
ー
ツ
ア
響

　
三
月
二
十
四
日
、
す
ば
ら
し

い
快
晴
め
下
で
体
協
主
催
の
当

間
山
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
一
行
二
十
七
人
は
、

東
田
沢
の
上
方
か
ら
ス
キ
ー
を

早く滑りたいなあ

は
昧
わ
え
な
い
、
楽
し
い
礫

昼
食
が
で
き
ま
し
た
。

　
帰
り
の
約
三
十
分
の
下
・
、

り
も
、
小
学
二
年
生
で
も
撒

充
分
滑
れ
る
緩
か
な
斜
面
…
騨

で
す
。
雑
木
林
の
中
を
抜
鎌

け
た
り
す
る
変
化
の
あ
る
聡

コ
；
ス
に
子
ど
も
た
ち
は
翁

分
と
て
も
満
足
そ
う
で
し
た
・
晦

　
　
　
　
　
　
糞
器
㌔

　
　
　
　
　
　
　
糞
糞
譜

郡
櫛
鰹
購
子
辮

織
鰹
雛

慾
襟
謹
携
熱

　
村
内
に
は
二
十
三
の
子
ど
も
会
が
あ
り
、
神
社
、
公

民
館
の
清
掃
、
交
通
安
全
、
ア
キ
缶
拾
い
、
火
の
用
心

廃
品
回
収
、
小
正
月
行
事
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
（
会
長
貝
沢
洋
次
氏
）

で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
村
内
の
優
良
青
少
年
団
体
と
し
て
八

つ
の
子
ど
も
会
（
臼
羽
毛
、
高
道
山
、
市
之
越
、
程
島
、

東
田
尻
へ
倉
俣
、
4
原
、
通
り
山
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
会
長
の
貝
沢
さ
ん
は
「
い
つ
ま
で
も
こ
う
し
た
奉
仕

の
心
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
已
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

禽働摩働◎
傍

蟹

・飲酒運転検挙者数　6人

・無免許運転違反　　1人

・事故発生件数　　　0件

・死亡事故ゼロ　539日
　　　　　　　（3月末）

　
4
／
6
～
4
／
1
5

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
雪
国
で
最
も
良
い
季
節
、
開

放
感
で
ス
ピ
ー
ド
も
出
し
た
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
時

期
に
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
で
心
を
ひ
き
し
め
て
、
交
通

事
故
の
加
害
者
・
被
害
者
に
な

ら
ぬ
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

鯉
料
理
に
舌
つ
づ
み

　
去
る
三
月
十
五
日
、
郡
市
食

生
活
改
善
推
進
委
員
研
修
会
が

保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
村

内
外
か
ら
六
十
二
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

午
前
中
の
料
理
実
習
に
は
、

林
屋
旅
館
の
林
正
一
さ
ん

が
　
鯉
の
あ
ら
い
　
鯉
の

あ
め
煮
、
鯉
の
ぬ
た
な
ど

の
料
理
方
法
の
手
ほ
ど
き

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

早
速
料
理
実
習
に
入
り
、

鯉
の
あ
ら
い
　
イ
ワ
シ
の

天
ぷ
ら
な
ど
を
作
っ
て
、

試
食
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
各
市
町

村
か
ら
一
名
づ
つ
体
験
発

表
が
あ
り
、
村
か
ら
は
田

　
　
　
　
　
　
働
く
人

　
　
　
　
　
　
　
清
津
峡
（
小
）

　
　
　
　
　
　
　
藤
ノ
木
直
人
君

　題は「働く人」です。ぼくは、以前、テレ

ビで木を切っているところを見て、「よしこ

れをやってみよう」と思いました。木の切

りロに気をつけてていねいにほりました。

　初めて彫こく刀を使ったので、切る方に

左手をおいて何度も注意されました。

こぎわう中

　
今
で
は
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
十
二
講
。

田
中
集
落
で
は
、
今
で
も
そ
の
行
事
を
継
承
し
て
い

ま
す
。
昭
和
四
十
年
前
ま
で
は
、
春
先
き
に
な
る
と

多
く
の
男
衆
が
、
深
山
ゾ
リ
を
ひ
い
て
深
山
（
鷹
羽

の
上
な
ど
）
に
ボ
ヨ
と
り
（
た
き
ぎ
）
に
出
掛
け
ま
し

た
。
そ
の
こ
ろ
山
で
の
災
が
無
い
よ
う
に
と
山
の
神

様
に
祈
っ
た
の
が
十
二
講
の
始
ま
り
だ
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
神
社
に
弓
と
矢
・
ワ
ラ
ヅ
ツ
コ
に
入

っ
た
カ
ラ
コ
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
田
中
集
落
で
は
三

月
十
日
に
こ
の
行
事
が
集
落
セ
ン
タ
：
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　中里村商業協同組合（加入15店）では

これからの商店街のあり方を模索し、商

業の活性化を図る活動をしています。そ

の一環として第5回目の中里物産展が去

る3月10日総合センターで開かれました

　生鮮食品から衣料品まで取り揃えてあ

る物産展には、多くの人が集まり、楽し

そうに買物をしていました。

　
ち
ょ
っ
ぴ
り

　
　
　
悲
し
い

　
野
ウ
サ
ギ
狩
り

　
「
バ
ン
・
バ
ン
」
散
弾
銃
の

音
が
山
々
に
こ
だ
ま
し
ま
す
。

追
い
つ
め
ら
れ
た
野
ウ
サ
ギ
が

必
死
に
逃
げ
回
り
ま
す
。
毎
年

三
月
こ
ろ
山
の
木
々
の
芽
や
桐

の
樹
皮
を
食
べ
る
ウ
サ
ギ
の
駆

除
を
し
ま
す
。

　
今
年
も
去
る
三
月
十
三
日

中
里
村
猟
友
会
（
会
長
、
樋
口

勲
氏
）
の
協
力
を
得
て
貝
野
地

区
の
山
で
ウ
サ
ギ
狩
り
を
行
い
、

二
十
二
人
で
四
十
六
羽
を
射
と

め
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
有
害
鳥
獣
（
カ

ラ
ス
、
ク
マ
な
ど
）
の
被
害
が
出

た
と
き
　
猟
友
会
の
皆
さ
ん
か

ら
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ク
マ
を
発
見
し
ま
し
た
ら

役
場
開
発
課
ま
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い

　灘難
▲たくさんとれると．気分がいいネ


